
１. 健やかで心豊かに暮らせる
安心の大分県

１.災害に強い社会づくりと県土の強靭化による
防災力の強化（26事業）

①防災モニター活用推進事業
　災害時の情報提供の充実を図るため、防災情
報アプリ等の機能を活用し、県が選定した防災
モニターからの災害情報を収集・発信する。
　　　　　　　　　　　　【１１，２０５千円】
②地震・津波等防災・減災対策推進事業
　災害に強い人づくり・地域づくりを図るた
め、市町村が行う地域の防災活動や避難所の機
能強化等に要する経費に対し助成する。
　　　　　　　　　　　　【５０，０００千円】
２.子育て満足度日本一の実現 (25事業 )
①おおいた出会い応援事業
　若者の結婚の希望を後押しするため、「出会
いサポートセンター」を運営し、市町村、民間団
体、企業等と連携した出会いの場づくり等を総
合的に実施する。
　　　　　　　　　　　　【３６，３５１千円】
②おおいた子育てほっとクーポン利用促進事業
　子育て世帯の負担を軽減するため、様々な
サービスに利用できる「おおいた子育てほっと
クーポン」を出生時に配布する。（第４子以降
の配布上限「３万円」を廃止）
　　　　　　　　　　　　【７６，５０９千円】
３.健康寿命日本一の実現 (17事業 )
①受動喫煙防止対策事業
　2020年４月から、多数の者が利用する施設等
において喫煙専用室以外での屋内喫煙が原則
禁止される。望まない受動喫煙を防止するため、
飲食店等に対して適切な対策が講じられるよう
促すほか、禁煙に取り組む事業所を支援する。
　　　　　　　　　　　　　【９，６４５千円】

４.障がい者が地域で暮らし働ける社会づくりの
推進（９事業）

①教育庁ワークセンター設置運営事業
　障がいのある特別支援学校生徒の一般就労
を促進するため、教育庁内にワークセンターを
設置し、卒業生を一定期間雇用し、労働習慣や
必要なキャリアの習得を支援する。
　　　　　　　　　　　　　【８，８４１千円】
５.移住・定住の促進（８事業）
①ふるさと大分ＵＩＪターン推進事業
　本県への移住を促進するため、エリアごとに
ターゲットを定め、それぞれの特徴に応じた情
報発信等の取組を強化する。
　　　　　　　　　　　【１３５，４１２千円】

２. いきいきと働き地域が輝く
活力あふれる大分県

１.多様な仕事を創出する産業の振興と人材
の確保（24事業）

①ナイトタイムエコノミー活性化事業
　インバウンド等による消費拡大を図るため、
観光関連産業の夜間営業拡大に対応した公共
交通機関及び観光案内サービスを確保すると
ともに、経済効果を検証する。
　　　　　　　　　　　　【１９，８７９千円】
②外国人総合相談センター設置事業
　在留外国人が生活・就労等に関する適切な
情報を取得できるようにするため、情報提供・
相談等を行う一元的窓口を設置する。
　　　　　　　　　　　　【２０，０００千円】
２.人を呼び込む地域が輝くツーリズムの推進
（18事業）

①国際航空路線誘致・拡充促進事業
　韓国路線の安定的な運航継続とさらなる増
便を実現させるため、運航支援及び利用促進
対策を強化する。将来、定期便の運航が期待さ

　
二
月
二
十
五
日
に
開
会
し
た

二
〇
一
九
年
第
一
回
定
例
県
議
会

は
、
三
月
十
五
日
に
上
程
議
案
の

採
決
が
行
わ
れ
、
十
九
日
間
の
会

議
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
回
審
議
さ
れ
た
新
年
度
の

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
四
月
に

県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
め
、

「
骨
格
予
算
」と
し
て
編
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
任
期
の
満
了
を
前
に
、
五
回

目
と
な
る
貴
重
な
一
般
質
問
の

機
会
を
得
て
、
今
後
編
成
さ
れ
る

「
本
格
予
算
」に
反
映
す
べ
く
、全

九
項
目
に
関
し
て
質
問
・
政
策

提
言
を
行
い
ま
し
た
。（
内
容
の

一
部
を
裏
面
に
掲
載
）

■「
骨
太
」の
予
算
編
成

　

今
議
会
で
編
成
さ
れ
た
当
初

予
算
は
、
知
事
選
挙
を
前
に
し

た
「
骨
格
予
算
」と
は
言
え
、頻

発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ

の
対
策
や
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
な
ど
の
ほ
か
、
ラ
グ
ビ
ー

Ｗ
杯
の
関
連
予
算
も
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
喫
緊
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
年
度
当
初
か
ら
切
れ
目

な
く
執
行
で
き
る
よ
う
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
様
に
、
予
算
総
額
は

五
千
八
百
十
五
億
七
千
九
百
万

円
と
、前
年
度
と
比
較
し
て
五
・

七
％
の
マ
イ
ナ
ス
予
算
で
す

が
、
各
事
業
（
下
欄
に
て
一
部

抜
粋
し
て
掲
載
）
の
内
容
を
見

る
と
か
な
り
「
骨
太
」
の
予
算

だ
と
言
え
ま
す
。

■
時
代
の
節
目
を
迎
え
、

　
　
　
創
生
へ
果
敢
に
挑
戦
を

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の

大
波
は
深
刻
で
、
今
の
う
ち
に

あ
ら
ゆ
る
手
を
打
っ
て
歯
止
め

を
掛
け
、
地
方
創
生
の
強
い
流

れ
を
創
り
出
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

時
代
の
節
目
を
迎
え
、
明
る

く
強
い
大
分
県
づ
く
り
に
果
敢

に
挑
み
、
お
お
い
た
創
生
を
確

実
に
前
進
さ
せ
、
成
果
を
さ
ら

に
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

れる韓国以外の国際航空路線について、チャー
ター便の運航を働きかけ、新規路線の誘致に取
り組む。　
　　　　　　　　　　　　【６５，９０６千円】
３.海外戦略の推進（４事業）
①海外戦略加速化事業
　アジア、特にＡＳＥＡＮ諸国の成長を取り込
み本県産業の活性化を図るため、海外戦略に基
づくターゲット国・地域ごとにプロモーション
等を実施するとともに、留学生や県人会等との
ネットワークづくりを強化する。
　　　　　　　　　　　　【２４，１２７千円】

３.人を育み基盤を整え発展する
大分県

１.スポーツの振興（５事業）
①ラグビーワールドカップ開催事業
　ラグビーワールドカップ大分開催を成功に
導くため、県推進委員会が行う観戦客の円滑な
輸送をはじめ、機運醸成の取組やファンゾーン
の企画・運営等に要する経費を負担する。
　　　　　　　　　　【１，８９５，４５５千円】

どんこのぼり
（犬飼 どんこ釣り大会）
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2019年　第１回 定例県議会

おおいた創生の確実な前進を

激甚化する自然災害や、
子ども・子育て支援等への対応。

ラグビー W 杯の成功に向けた取組

2019 年度予算と事業概要
た
い
へ
ん
厳
し
い
道
程
で
し
た
が
、
新
時
代
を
迎
え
る
県

議
会
へ
引
き
続
き
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、加
速
化
す
る
人
口
減
少
へ
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、

頻
発
す
る
自
然
災
害
に
も
万
全
の
備
え
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の
開
催
を
好
機
と
し
、
大
分
の
魅

力
・
活
力
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
未
来（
あ
す
）へ
の
大
分
の
た
め
、
研
鑽
・
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
公
選
法
の
規
程
に
よ
り
選
挙
の
御
礼
を

記
載
で
き
ま
せ
ん
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。

２期目の県 政へ



１月
▷新年互礼会、新春懇談会、消防出初式
▷大分政経懇話会１月例会
▷中九州横断道路
　大野竹田道路開通式
工事着手から約10年の
歳月を経て供用開始。
大分市～竹田市間の移
動が約８分短縮に。
▷内外情勢調査会大分支部懇談会
▷ＮＰＯ法人大友氏顕彰会新年の集い

２月
▷第８回夢一輪運動
花を通じて感性を育み、
子どもたちの未来に夢
を託すプロジェクト。
「夢一輪の会」のご努力に感謝。
▷おおいた動物愛護センター開所式
犬・猫の飼い方教室や飼い主を
探す譲渡会も開催。動物を通じ、
「感じて、学んで、考える」施設。
▷南大分県政報告会
県政の課題や主要施
策について説明。質疑
応答を交えながら、地
域の抱える課題につ
いて意見交換。

▷２０１９年第１回定例県議会開会
▷県議会広報委員会
▷革新的技術活用特別委員会

３月
▷連合大分春季生活闘争総決起集会
▷南太平寺県政座談会
年間を通じた議員活
動に対する質問に答
え、県政の抱える課題
や主要施策について
説明し、意見交換。
▷ラグビーワールドカップ大分開催協議会
▷福祉保健生活環境委員会
▷春闘街頭宣伝行動（トキハ前交差点）
この４月から、働き方改革関
連法と同時に外国人労働者
の受入れ拡大を図る改正入
管法が施行。「ゆとり・豊か
さ」を実感できる働き方を具
体化できるかが問われる。
▷2019年第１回定例県議会閉会
ご勇退なされた先輩議員
の県政発展に対するご尽
力に敬意と感謝を申し上
げます。
▷大分県知事選挙告示
▷大分県議会議員選挙告示

　
三
月
六
日
、
本
年
第
一
回
定

例
県
議
会
に
て
、
私
は
次
の
九

項
目
に
関
す
る
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

〈
質
問
項
目
〉

一
．
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て

二
．
国
際
線
の
誘
致
に
つ
い
て

三
．「
日
本
一
安
全
な
大
分
県
」

に
つ
い
て

　

①
再
犯
防
止

　

②
警
察
活
動
に
お
け
る
通
訳

業
務
体
制

四
．
県
立
高
校
の
魅
力
向
上
に

つ
い
て

　

①
県
立
高
校
に
お
け
る
生
徒

の
全
国
募
集

　

②
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定

五
．
大
分
「
ど
ぜ
う
」
の
振
興

に
つ
い
て

六
．
地
震
対
策
に
つ
い
て

　

①
液
状
化
対
策

　

②
津
波
か
ら
の
避
難

－

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て

－

　（
木
田
）
本
県
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た
将
来
展
望

と
現
状
を
比
較
し
て
み
ま
す

と
、
ま
ず
自
然
増
の
指
標
で
あ

る
合
計
特
殊
出
生
率
に
つ
い
て

は
、
二
〇
三
〇
年
に
県
民
の
希

望
出
生
率
で
あ
る
二・
〇
程
度

と
す
る
将
来
展
望
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
策
定
当
初
は
順
調
な
伸
び
を

示
し
た
も
の
の
、
二
〇
一
七
年

は
一・
六
二
と
前
年
か
ら
〇
・

〇
三
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
お

り
、
楽
観
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
次
に
、
大
都
市
等
へ
の
人
口

の
流
出
に
よ
る
社
会
減
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
人
口
の

流
出
に
よ
る
社
会
減
の
マ
イ
ナ

ス
を
ゼ
ロ
と
す
る
将
来
展
望
に

対
し
、
二
〇
一
八
年
の
大
分
県

の
人
口
推
計
報
告
で
は
マ
イ
ナ

ス
二
六
九
三
人
と
、
二
〇
一
五

年
の
マ
イ
ナ
ス
一
八
五
四
人
か

ら
悪
化
し
て
お
り
、
人
口
流
出

に
歯
止
め
が
掛
か
っ
て
い
な
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
お
伺
い
し
ま
す
。
本

県
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る

現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る

た
め
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
描
い

て
い
る
の
か
、
知
事
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
答
弁

：

知
事
）
昨
年
十

月
一
日
の
本
県
の
人
口
は
、

一
一
四
万
二
九
四
三
人
と
な

り
、
一
年
間
で
八
九
一
〇
人
減

少
し
ま
し
た
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
目
標
は
一
一
五
万
九
四
七
人

で
あ
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
人
口
減

少
カ
ー
ブ
を
八
千
人
ほ
ど
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
減
対
策
で
は
、
合
計
特

殊
出
生
率
は
一
・
六
台
を
維
持

し
て
い
ま
す
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

目
標
で
あ
る
二
〇
三
〇
年
の

二
・
〇
に
は
、ま
だ
隔
た
り
が
あ

り
ま
す
。

　
「
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン
」

の
第
四
子
以
降
の
上
限
を
撤

廃
し
、
多
子
世
帯
へ
の
支
援
を

拡
充
す
る
な
ど
、
子
育
て
満
足

度
日
本
一
の
取
組
を
強
化
し
ま

す
。

　

ま
た
、
出
会
い
か
ら
結
婚
ま

で
を
総
合
的
か
つ
き
め
細
か

に
支
援
す
る
「
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
、来
年
度
は
、県
下
一
円
に

出
向
い
て
、
登
録
や
相
談
を
受

け
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
減
対
策
で
は
、
転
出
者

を
抑
え
、
転
入
者
を
増
や
す
た

め
に
は
、
何
よ
り
も
魅
力
あ
る

仕
事
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

農
林
水
産
業
の
構
造
改
革
を

進
め
、
商
工
業
や
観
光
産
業
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
手
不
足
対
策
と

し
て
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る

と
と
も
に
、
外
国
人
材
の
円
滑

な
受
入
れ
に
向
け
た
環
境
づ
く

り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
口
減
少
へ
の
対
策
は
、
大

変
息
の
長
い
取
組
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
市
町
村
と
力

を
合
わ
せ
な
が
ら
、
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
木
田
か
ら
の
指
摘
・
提
案
）

　

ま
ず
は
、
以
前
の
一
般
質
問
で
も

指
摘
し
た
と
お
り
、
高
卒
者
の
県
内

就
職
率
を
先
進
県
並
み
に
引
き
上
げ

る
必
要
が
あ
る
。

　
「
お
お
い
た
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
人
材

バ
ン
ク
」を
創
設
し
、
人
材
を
求
め
る

県
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ

て
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
手
法

も
あ
る
。
そ
こ
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
設
け
れ
ば
、な
お
効
果
的
。

防災
メモ

木田昇の
防災士

－ いつ起きる南海トラフ巨大地震② －
　今年は「亥年」。過去の「亥年」を
遡ると、1995年の阪神淡路大震災、
1923年の関東大震災、1707年の宝永
地震など大災害が発生しています。

　ちなみに宝永地震は、南海トラフに起
因する巨大地震で、記録に残る日本最大
級の地震で「亥の大変」とも呼ばれ、大
分県にも大津波が押し寄せ甚大な被害
が発生しました。

　県が公表している南海トラフ地震に
よる浸水想定では、津波高１メートルの
津波到達時間は、佐伯市蒲江が最も早く
26分。津久見市が46分、臼杵市が51分、
大分市佐賀関が50分、大分市豊海が１
時間27分とされています。

　なお、周防灘断層群の地震では豊後
高田市香々地が13分、別府湾の地震に
至っては大分市佐賀関が３分とされて
います。津波を伴う地震には要注意で
す。まずは身を守り、すぐに避難をして
ください。

最近の動き

紙面の都合上、質問と答弁のすべてを紹介できず、申し訳ご
ざいません。なお、県議会HPにて過去分も含め、一般質問
の全録画を視聴できます。
（「http://www.oita-pref.stream.jfit.co.jp/」

→「議員から選ぶ」→「木田昇」を選択）

県議会ホームページにて
一般質問の中継録画を視聴できます

2019 年 第１回
定例県議会
一般質問・答弁

詳細はHPから 大分県議会 検索

公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。

＊お友達登録のＱＲコードリーダー
  をご使用ください

県民クラブＨＰはコチラ
http://www.oct-net.ne.jp/shakai-1/

ご意見・ご要望なども、
お気軽にご連絡ください！
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